






















不安や経済危機などを乗り越えながら、1998 年から 2000 年まで「AMAZING THAILAND」
と称する観光誘致キャンペーンが実施された。タイを訪れる外国人旅行者数は、2001 年に



























































　図 -1 に示すように訪タイ外国人旅行者数は、695 万人（1995 年 ) から 2,235 万人（2012 年 )
へと過去 18 年間で約 3 倍強増加しており、それにともなう旅行収入も上昇している。タイ












 図-1 に示すように訪タイ外国人旅行者数は、695 万人(1995 年)から 2,235 万人(2012 年)へ
と過去 18 年間で約 3 倍強増加しており、それにともなう旅行収入も上昇している。タイの







出所：Tourism Authority of Thailand: Annual report 2003,2004-2012 















































































































































































図 - １　タイの首相在任期間・キャッチフレーズ , 来訪者外国人旅行者数 , 旅行収入の推移
出所：Tourism Authority of Thailand: Annual report 2003,2004-2012







図-２ 貿易収支、サービス収支と国 GDP の観光産業割合の時系列推移 
出所：Bank of Thailand : Economic and financial、 
World Travel & Tourism Council: Economic Impact Research により、筆者作成 
 
3.2 タイの観光行政機構の変遷 
 タイの観光行政のはじまりを「タイ国政府観光庁設立 50 周年と世界経済変化の記録」29
から確認すると、表-1に示すように、観光局(TOT: Tourism Organization of Thailand)は1960 年
3 月 18 日に観光促進のために首相府に所属する機関として設立された。タイ国政府観光庁










































































図 - ２　貿易収支、サービス収支と 推移
出所：Bank of Thailand : Economic and financial、
　　　World Travel  i  Council: cono ic Impact Research により、筆者作成
3.2　 政機構の変遷
　タ 観光庁設立 50 世界経済変化の記録」29
から確認する -1 に示すように、観光局（TOT: Tourism Organization of Thailand) は
1960 年 3 月 18 日に観光促進のために首相府に所属する機関として設立された。タイ国政府

























































　 観光行政組織の再編が進められ、観光・スポーツ省（Minist y of 







































る 31。表 -2 に示すように、タイの経済発展を目指す経済社会開発 5 ヵ年計画は 1961 年に開
始されたが、国内経済発展の最適分散化や観光開発の優先を掲げた第 4 次と第 5 次の経済社
会開発計画（1977 年－ 1986 年）によって観光産業は強化されていくこととなる。さらに世
界銀行などの財政支援なども受けて、タイにおける観光開発は急激に成長し、1982 年には
米の輸出高を抜いて観光産業は外貨獲得源の第一位になった。
　第 6 次経済社会開発計画 （1986 － 1991 年） に相当する 1980 年代の好況下で、タイ経済は











































2 期」を、1988 年には「タイ手工芸品年」（Thai Handy Craft Year）のキャンペーンを
実施した。このキャンペーンは成功をおさめ、タイへの国際観光客数は 1985 年の 244 万人
から 1990 年には 523 万人に増加した。 
 また、1998-2000 年における「Amazing Thailand」のキャンペーン後には、国際観光客数
は 1,006 万人(2001 年)に増加した。継続的な観光開発の一方、2003 年アジアには SARs ウイ
ルス流行により、外国人観光客数が減少することになった。 
そこで、国内観光の活性化のため、2003 年には「Unseen in Thailand」のキャンペーンに
つづいて、国際観光の復興のため、2004 年に「Thailand Happiness on Earth」のキャンペーン
が実施された。これは、タイで「安心感」、「平和感」と「快適感」を有する旅行先とし
て観光客に認知させるコンセプトであった。 
そして、国王即位 60 周年記念とあわせて、2006 年に「Thailand Grand Invitation 2006」の
観光振興対策キャンペーンを実施する共に、新空港であるタイ「スワンナプーム国際空港」



























出所：Tourism Authority of Thailand: Annual report 2003,2004-2005 により、筆者作成
　訪タイ外国人数をあわせて考えると、1980 年にはタイ政府は「タイ観光年」（Visit 
Thailand Year）の観光振興対策をはじめて実施した。それから、1987 年には「タイ観光年
2 期」を、1988 年には「タイ手工芸品年」（Thai Handy Craft Year）のキャンペーンを実
施した。このキャンペーンは成功をおさめ、タイへの国際観光客数は 1985 年の 244 万人か
ら 1990 年には 523 万人に増加した。
　また、1998 － 2000 年における「Amazing Thailand」のキャンペーン後には、国際観光
客数は 1,006 万人（2001 年 ) に増加した。継続的な観光開発の一方、2003 年アジアには
SARs ウイルス流行により、外国人観光客数が減少することになった。
　そこで、国内観光の活性化のため、2003 年には「Unseen in Thailand」のキャンペーン
につづいて、国際観光の復興のため、2004 年に「Thailand Happiness on Earth」のキャンペー
ンが実施された。これは、タイで「安心感」、「平和感」と「快適感」を有する旅行先として
観光客に認知させるコンセプトであった。





























1974 1st World Oil Crisis
1976 　☟1,098,442　　 (-6.92%)
タイの政治危機
(Bloody right wing 
coup:10月6日)
1977
1979 2nd World Oil Crisis
1980 初"Visit Thailand Year"宣言
1981






1983      ☟2,191,003                (-1.24%)
世界的な景気後退
(Word Economic 






































   増加を目的する。　　　　　　　 
2.海外旅行を減らす。　　　　　　   
3.観光客数の8.5％と観光収入の    　   
   21.5％増加を目的する。      　　　
4.観光資源保護対策を設計する。　   
5.公共部門と民間の投資を推進する。
6.諸国と観光競争が出来るよう,観光   
   産業に投資する民間企業に対して    
   低いコストで高品質なサーピスの    







































































1.住民の生活を水準を向上 　             
2.東南アジアの観光地の中心的存在を 
  目指す。　　　　　　　　　　　　　
3.観光客数：7%を増加                        
  なお,観光収入：15%増加
Arnan Panyarashun首相による観光開発
政策　　        　　　　　　　　         
1.経済,貿易,投資と観光の関連性を明確 




策　　　           　　　 　　　　     　
1.観光産業を開発するために,政府が民　
   間を支援する。　　　   　　　　　　
 2.東南アジアの観光地の中心的存在を  







政策              　　　　　 　　　　   　
1.観光産業の投資を推進する。　　　 
2.国内旅行を推進する。　　　　　　 
3.定常に観光開発をさせる。　　　　   








策　　　　      　　　　　　　       　 
1.観光市場の拡大を促進する。　　　 
2.基本的サーピス産業を改善し,観光地  
  質を強調する。　　　　　　 　　　
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① 当初の観光促進のために首相府直轄で設置された観光局(TOT: Tourism Organization of 






































    ☟10,004,453       
       (-0.57%)    　




























2011)                                                  
1.人材の潜在性を開発のために,持続 　
   的な観光を開発する。 　                 
2.平等な作業を実施する。                  
3.持続的な自然資源と環境を開発す　 





1.コミュニティに所得分配し,雇用率   
   を増加するために,持続的観光を開   
   発　   　　　　　　　　　　　　　 
  *国内及び外国人観光客数の拡大に  　
    対応するために,観光地を開発　　  
  *地元人の役割を推進           　　      
  *外国人観光の長期滞在を推進          
2.潜在性があるサーピス産業を促進   　
  *健康やスポーツ観光を推進　　     　
  *飲食産業を推進　　　　　　　     　
  *国際教育施設を推進　　　　　       
  *観光商品質及びサービス品質を改   
    善
Surayut Julanon首相の政府は国民立法
機関に観光における方針を掲げる。内








策　　　           　　　　　　          　 
1.サーピス産業を開発する。　　　　 
2.国立観光へ向かう促進する。




　① 当初の観光促進のために首相府直轄で設置された観光局（ T: Tourism Organ zation 
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A study of Tourism Policies in Thailand
KLAYSIKAEW, Krairerk
　The purpose of this study is to clarify the transition of tourism policies of Thailand 
Government. In Order to determine the relationships and the roles between the Thailand 
Government and tourism policies, and the external and internal factors with influence 
them, the transition of Thailand’s policies was compared with that of the changes of the 
administrative structures which oversaw its tourism policies under the economical and 
social condition in each period. We can find the relationship between tourism policy and 
economic condition. Especially, the target and goal of tourism policy was changed 
considered the major target of tourism market and destination development conservation. 
　In conclusion, the role and position of tourism policies of Thailand have changed in 
accordance with the influence of private capital and the investment world environment 
acting as external factors, and with the country’s economic condition in addition to the 
Governor’s policies as internal factors.
　And the government tends to make flowery statement that tourism generates huge 
revenue for the country, but they are only interested in mega projects and overlook social 
and environment dimensions. 
Key Words: Tourism Policy, Thailand
